
関係者評価調書 

令和５年度 

学校法人 北邦学園  認定こども園札幌自由の森幼稚園・保育園 

令和4年度に実施した認定こども園札幌自由の森幼稚園・保育園の自己評価の結果の概要は、次のとおりです。 

（※自己評価区分 Ａ：成果が上かった。Ｂ：ある程度成果が上がった。Ｃ：もう少し努力が必要。Ｄ：改善が必要。） 

建学の精神 「自然から学ぶ」 

１ 本園の教育保育目標  

◎ 思いやりのある子  ◎ たくましい子   ◎ 考える子 

 

【各年齢・年間のねらい】 

０歳児  一人ひとり安心して過ごし、保育教諭や友達と一緒にのびのびと遊ぶことを楽しむ 

１歳児  保育教諭や友達に親しみをもち、自分の思いを表現しながら、のびのびと体を動かして遊ぶことを楽しむ 

２歳児  （くるみ）様々な活動を経験する中で、興味関心を広げ、保育教諭や友達に親しみを深め、自分の気持ちを表現しながら遊ぶことを楽しむ 

     （たんぽぽ）安心して園生活を送り、いろいろな遊びや友達に興味をもちながら、のびのびと遊ぶことを楽しむ 

３歳児  様々な遊びや活動に興味をもつ中で、自分の気持ちや考えをのびのびと表現しながら友達と一緒に遊ぶことを楽しむ 

４歳児  様々な活動の中で、友達と気持ちや考えを伝え合い、受けとめ合いながら、一緒に遊ぶことや表現することを存分に楽しむ 

５歳児  様々な活動に見通しや意欲をもって取り組み、共通の目的に向かって友達と協力し、認め合いながら活動することへの充実感を存分に味わう 

 

 

 

 

 

１ 

関係者評価の区分 

Ａ：自己評価は適切である  

Ｂ：自己評価はある程度適切である 

Ｃ：自己評価はやや適切ではない  

Ｄ：自己評価は適切ではない 



自己 

評価 

 

各 学 年 の ね ら い に 対 す る 評 価 内 容 

関係者評価 

評価 意見等 

 

「Ａ」 

 

・一年を通し、学園の指導計画の下、その時期の子どもの育ちを共通理解を

し大切にした上で、年間のねらいを意識しながら保育に当たることが出来

た。 

・年度末現在の子どもの姿と照らし合わせてみると、どの年齢もねらってき

た心の成長が感じられ、目標としてきた成長段階に達することができた。 

・2 号園児と預かり保育の混合クラスでは、満 3～5 歳児の異年齢保育を行

っているが、その中でも各学年のねらいを心に留め、成長を確かめる指標

とすることができた。年齢ごとの時間と異年齢の時間の職員同士が一体と

なって保育していけるよう今後も努力していく。 

 

「Ａ」 

・毎年ながら、施設、学年、クラスごとの目標が明確に提示

され、それを達成するためお努力が伺えるので、今後も継

続して頂きたい。 

・保育園、幼稚園ならではのダイナミックな遊びや遊び方

が、子供達の興味関心のままに、のびのびと出来ていた様

に思います。異年齢だからこその成長の気づきもあると思

うので、とても良い事だと思います。 

２ 重点的に取り組んだ目標・計画について 

目  標 具体的な取組み計画 自己評価 

関係者評価 

評価 意見等 

１「子ども主体の

遊び」の充実の

ための、丁寧な

保育について、

改めて理解を

深める 

・子どもが主体的

に生き生きと生

活し、遊びを展開

していくための

保育環境の創意

 

 

☆ゾーンの活かし方や日常的にマン

ネリ化している環境や玩具について、

話し合いを継続し、子ども達の遊びが

より充実するよう工夫する 

・昨年度（「えほんのおうち」「もりの

としょかん」）に引き続き、今年度

は、「森の番屋」と「乳児保育室」の

より充実した玩具や環境について

研究保育にて話し合い、実践を行

う。また、昨年度学び合った２つの

ゾーンの利用の手軽さや継続した

【自己評価】「Ｂ」 

・研究保育では、これまで積極的に変化させようとし

てこなかった環境を、子ども達が遊びこめるよう考

え工夫した結果、子ども達の生き生きとした姿が見

られ、保育者が常にねらいをもち環境設定すること

が、子どもの育ちに大きく影響するということを実

感できる機会となった。また、乳児年齢別会議の中

で、日常の環境について話し合いと実践を継続でき

た時期もあった。昨・今年度工夫してきた環境が継

続して楽しめる環境であるかの定期的な点検・工夫

を習慣化については今後努力する必要がある。 

 

 

「Ａ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自然の中での遊びをたくさん考

えていただきとてもありがたい

です。遊びの中から、想像力や

理解力、行動力を見に付けられ

ていると、すでに卒園した兄弟

が小学校に行き改めて実感しま

した。 

・年齢的な事もあるとは思います

が、今までは子供に森の番屋っ

て何する所？と聞いても「？」

でしたが、今子供に聞いたら、

２ 



工夫や安全管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもの人権に配

慮した丁寧な保

育や「自然から学

ぶ」に基づく保育

についての理解

を深める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境の工夫についても、意見を出し

合い少しずつ改善していく。 

・日常的にマンネリ化している環境

や玩具については、“変わらない安

心感”と“より良い成長発達を促す

遊びこめる構成”の両面から見直し

を図り、職員会議や研究会議、年齢

別会議などで、点検・工夫ができる

ようにする。 

 

☆子どもの安全を守ることと一人ひ

とりの遊びの「選択」を保障すること

の両立 

・引き続き人数確認などや環境チェ

ックなど基本的なことを徹底し、職

員が意識的にヒヤリハットに目を

向けるようにする。同時に、子ども

たちがのびのびと遊べるような職

員配置や子どもの安全意識を高め

る声掛けや援助について常に考え、

一人ひとりの遊びの「選択」を保障

し、主体性の発揮につなげる。 

 

☆人権に配慮した丁寧な保育や、「自

然から学ぶ」の見える化についての工

夫 

・「人権チェックリスト」を学期ごと

に必ず全職員で確認し合う場を設

けるなど、一人ひとりが“人権とは”

“丁寧な保育とは”を真剣に考え、

自分自身の保育を振り返るように

する。 

・昨年度から取り組んでいる「自然か

ら学ぶ」コンセプトブックを通じ、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自由遊び時の「安全」と「遊びの選択の保障」の両

立については、職員から議題があがり、人数配置の

工夫について皆で話し合うことができた。しかし、

より良い解決策を得るには、子どもの主体性を大事

にした援助に対する理解を深める必要がある。今後

も職員の人数確保だけでなく子ども達の安全意識

を高める声掛けや援助についてより良い考え方を

共有していきたい。 

 

 

 

 

・人権チェックリストや不適切な保育に関する資料を

定期的に職員間で共有することができたが、自分自身

の保育を振り返るためにはアンケートや意見交換の

場がもっと必要であった。「コンセプトブック」につい

ては、完成版を共有し、さらに学園の合同研修にて理

念と共に理解を深めることが出来た。今後、継続して

職員の子ども理解を深める視点が広がるよう活用し

ていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暗くして光をピカピカして…と

話してくれました。環境を活か

したとても素敵な取り組みだと

思いました。 

・自然を生かした保育は現在も変

わらず、施設の方針として根付

いているのは感心する所です。

昨今では都市型施設が増加して

いる中で、この環境での学び

は、子供たちにとって非常に有

意義な時間であると思います。

その中で、いかに「安全で学び

に生かす事が出来るかが課題で

あると同時に、子供たちにも、

危険察知、危険予測能力を向上

させる様な何かを構築して頂き

たいと思いました。 

・「安全」と「遊びの選択の保

障」の両方への考え方を知れて

良かったです。子どもの主体性

を育てていただける環境に感謝

します。 

・日々大変な中、研修などでも子

どもとの向き合い方を考えてい

ただきありがとうございます。 

・遊戯室を使うなどの理由があっ

たのかもしれませんが、教室の

方にままごとセットなどがセッ

３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本園の教育保育方針や子どものみ

とりについての理解を新しい角度

で深め、職員が日々子どもの姿から

心の成長を感じ取れる視点をもて

るようにする。 

・昨年度末に改定した「教育保育課

程・指導計画」を各々日々見返すと

共に、学年部会等で積極的に活用

し、改めて本園の保育の細やかな援

助や環境構成を確認することを継

続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ティングされていて、大人が見

てもワクワクする環境で、子供

達が遊びこめる環境が作られて

いた様に思いました。 

・森の中や遊ぼう環境も広く、人

数のも多いので、管理は大変だ

と思います。以前お迎えに行っ

た際、遊戯室に対して背を向け

てカードゲームをしていた先生

が居て、違う先生が「椅子をこ

っち向けてやってくれる？」と

声掛けをしていて、皆で見ると

いう意識を高める声掛けだな

と、良い事だと思いました。 

・人それぞれの人柄、感覚は違う

ものなので、共通のリストやコ

ンセプトブックなどを作成し

て、定期的に見直し、意見交換

や振り返りのきっかけを設ける

のは良い事だと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 



２保護者理解の

連携と推進 

・保護者との連

携、相互の理解

については、ど

れだけ意識して

もしすぎること

はないため、今

年度も引き続き

細やかな配慮を

し、寄り添いな

がら、子ども達

のために連携を

推進していく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆コドモンの積極的な活用 

・コドモンの利用が定着してきたか

らこそ、情報共有や意識調査にアン

ケートを積極的に活用する。（土曜

日利用について、行事の参加有無、

保育参加の感想など） 

・昨年度の反省を生かし、行事に関し

てのお知らせはなるべく早くする

こと、必要な内容は再周知すること

を、特に気を付けて配信する。（給

食・お弁当日の変更について、行事

前の持ち物、絵本の貸し出し返却な

ど） 

・感染症の発生時にはコドモンでお

知らせをすることで、お子様の体調

に気を配り、受診の際の参考にして

いただくようにする。（これまでは、

バスと玄関掲示） 

 

・連絡帳（乳児）で子どもの様子を伝

える文章が誤解を招く表現になっ

ていないかなど、職員同士で気にか

け、すぐに相談できる風通しの良い

職場づくりをすることで、保護者と

の信頼関係に繋げていく。 

 

 

☆様々なツールでの配信 

・乳児は連絡帳、幼児は週 1回のブロ

グでクラスの様子をお伝えしてい

るが、今年度は、加えてホームペー

ジのブログ（「園の毎日」）もより積

極的に配信し、動画配信も無理のな

い範囲で行い、在園児保護者にも閲

【自己評価】「Ｂ」 

・土曜日利用についてのアンケートは、双方の負担感

の減少につながった。保育参加した方の感想も回答

率が高く、保護者の思いを知る機会となり効果的で

あった。 

・行事についての内容は、時期に合わせて内容を分け

る・再配信をするなどの工夫が、昨年度までと比べ、

保護者との細かな情報共有につながった。しかし、

日々の昼食に関するお知らせなどの再周知に関し

ては、漏れもあったため、やるからには徹底して行

えるような仕組みづくりが必要である。（毎日の会

議で確認するなど） 

 

・コロナが 5類となって以降、様々な感染症の流行が

見られた中で、保護者からの要望もあり、感染症罹

患者発生の際には、これまでより細かい情報（個人

情報に配慮し必要な範囲）をコドモンでお知らせす

ることとした。情報の共有により、受診の目安とし

て生かされ、結果的に感染症予防の意識につながっ

たのではないかと考える。 

・連絡帳の文章や保護者への必要事項の伝え方につい

ては、職員間で気に掛け適切に対処することができ

た面と、個々の判断で報告が遅れるケースがあった

ため、今後も細かな出来事や情報も密に共有・相談

する意識を高めていく必要がある。 

 

 

・保育をより身近に感じてもらうため、ホームページ

での動画配信を積極的に行った。しかし、コドモン

の連絡帳やブログと違い、更新されたことが自動的

にはわからないため、動画配信のタイミングで保護

者に周知するとさらに効果的だった。 

「Ａ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＳＮＳ配信での運用がかなり定

着して来たとの事ですが、地域

の意見としては、その中身が見

えて来ていないので、実際の保

護者とのやり取りなどが解る資

料に目を通す機会があると地域

にも説明し易いし、更に理解を

得られるのではないでしょう

か？ 

・コドモンを利用する事で、職員

の方、保護者の方双方がとても

便利になったと思います。 

・行事前に再配信して頂けるのも

とても親切で助かりました。た

だ、再配信も来る行事と来ない

行事があったりと、ムラがあっ

た様に思うので、自己評価にも

あった様に、やるからには…奈

仕組みづくりがあるともっと良

くなると思いました。 

・連絡帳（乳児）も毎回写真がつ

いていてとても嬉しかったで

す。なるべく先生達の負担にな

らない様に続けて頂けたら嬉し

いです。 

・見学できる行事のお知らせを、

もう少し詳しくして欲しいで

す。 

４ 

５ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

覧してもらえるよう、園だよりなど

で周知する。 

 

☆保護者の積極的な保育参加・行事参

観の検討・実施 

・コロナが 5類となったことにより、

保護者の方が積極的に保育を見る、

保育に参加する機会を作り、本園の

教育保育や子どもの育ちに関わる

理解を深めていただき、より良い連

携につながるようにする。 

 

・「自然から学ぶ」コンセプトブック

について、保護者にも触れていただ

く様に工夫し、本園の保育の理解や

子どもの育ちを温かく見守ってい

ただけるよう努力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「マザーズ・ファザーズデイ」の実施や、様々な行事

での参加人数制限の撤廃、絵本の読み聞かせ会や 30

周年記念会などの臨時の行事開催など、保護者の方

に園に足を運んでもらう機会を増やすことができ

た。その中で、わかりやすいアナウンス不足などの

反省点は早急に改善を試みている。今後も、本園の

保育への理解、こどもの育ちの共有、互いの連携の

ためにも、このような機会を確保・発展させていき

たい。 

・「コンセプトブック」に関しては、保護者に見ていた

だく機会や環境作りが今年度はできなかったため、

今後、掲示等でいつでもみていただけるような工夫

をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・感染症のお知らせは、ありがた

かったです。 

・連絡帳も読みやすく、日々の様

子を知れました。 

・月間予定を早めにお知らせいた

だけるようになり、仕事も調整

をつけやすく行事へ参加できる

ことが増えました。 

・ＨＰの園の毎日の動画なども積

極的に行ってもらえて、嬉しか

ったです。委員会でもあった

が、コドモンなどで「動画がア

ップされました」等のお知らせ

があるともっと色々な人の目に

（そこにＵＲＬが貼ってあると

なお）とまると思いました。 

・コロナが５類になり、園に足を

運ぶ機会がぐんと増えたと感

じ、とても嬉しく思います。マ

ザーズファザーズデイもとても

素敵な取り組みだと思いまし

た。 

・行事が、何時からだいたい何時

頃までのお知らせが早いと助か

ると思いました。 

 

 

 

６ 



３職員の業務改

善の推進や職

員の連携、保育

能力や資質向

上のための学

び 

 

・個々の負担感を減

らすための協力

体制や仕事分担

の工夫について

意見を出し合い

業務改善を推進

する。また、意見

交換をしやすい

雰囲気を大事に

し、子ども理解を

深める場となる

ようにする 

 

 

 

 

 

 

 

☆業務改善を推進しやすい仕組みづ

くり 

・経験年数の浅い職員が安心して業

務にあたれるよう、サポート体制を強

化する。 

・管理職の職務分担を明示し、管理職

での週１MTを行うことで、報連相や

情報共有、職員間の信頼関係を強化

していくことで円滑に仕事が進む

ようにする。また、この目的を皆で

共有し、互いに主体的に行動し助け

合えるようにする。 

・職員が心身ともに余裕をもって子

どもと関わり職務にあたれるよう、

勤務時間内での業務終了を目指す。

そのための助け合いの工夫や物品

の購入など、日頃からそれぞれ考え

いつでも自主的に意見を出しても

らう雰囲気作りをする。 

 

☆意見交換のしやすい場や雰囲気作

りと工夫 

・参加者を絞った会議を効果的に行

い、一人ひとりが自分で考え発信

し、互いの意見を理解し合える場づ

くりに取り組む。単なる情報共有の

会議で終わるのではなく、課題解決

や新たな問いを生み出す対話とな

【自己評価】「Ａ」 

 

・経験年数の浅い職員のサポート体制を意識した組織

として運営し、それぞれが自覚をもって互いを気に

かけることができていた。また、管理職の仕事分担

を明示し MT の強化により細やかな情報共有を行う

ことで、仕事の重複や職員の迷いをなくし、円滑に

業務を進めることができた。 

・一人ひとりの勤務時間に対する意識が高まり、特に

大きな行事ではリーダーが見通しを持って仕事を進

めたことにより、心身ともに余裕をもって仕事ができ

る環境作りにつながった。今後も、仕事の効率と丁寧

さが必要な部分のバランスを意識していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・多くの職員が自主的に発言できる雰囲気の会議が増

え、様々な問いや意見が出る対話の場となることが多

かった。広く意見を求めたい場合には、コドモンのア

ンケート機能を活用できたことも良かった。30周年記

念のお祝い会では、「得意を活かす」プログラムなどを

実行し、職員それぞれの主体性が発揮された。 

 

「Ａ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・それぞれが勤務時間を意識する

のはとても良い事だと思いま

す。業務内容がとても多い職業

だと思うので、工夫とそれぞれ

の意識付けで改善され、先生た

ちが働きやすく風通しの良い職

場環境により良くなる良いなと

思います。 

・３０周年のお祝い会は、先生た

ちの別の一面も見る事ができ、

とても素敵な会だったと思いま

す。 

・先生方が日々にこやかにしてい

る姿を見れています。雰囲気も

良く、子どもを安心して預けら

れます。 

・働きやすい職場になると離職率

も下がり、それによって子供た

ちの安心感にもつながるのであ

りがたいです。 

・職員の資質向上に向けた取り組

みは毎年行っている事は評価出

来ると思われます。情報共有に

ついても、職員間、職員・保護

者間で様々なツールによりでき

ていると感じられます。その中

に、地域も混ざって行くことが 

５ 
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るように、目的を明確にし、理念の

共有をしながらも職員の主体性が

育つようにする。また、できる限り

多くの職員が、会議に参加できるよ

う工夫すると共に、コドモンのアン

ケート機能を使って、嘱託・パート

職員の意見も大切にする。 

・保育の考え方についてなどの疑問

や相談事を伝えられる目安箱のよ

うなものを設置し、誰でも気軽に意

見を出せるようにする。 

 

☆研修の参加による、課題の共有と学

ぶ姿勢の継続 

・学園研修が様々な形で常にアップ

デートしているため、その学びをよ

り多くの職員で共有する。園長副園

長研修の中で自園の課題を明確に

し、それを職員に伝え実践していく

ことで、全職員で向かうべき方向を

共有していく。 

・保育内容から保護者対応、マネジメ

ントなど、様々な外部研修に積極的

に参加できる環境作りに努めるが、

無理なく、学ぶ意欲を持ち続けられ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・多数ではないが目安箱も活用され、職員の疑問を解

消するきっかけとなった。 

 

 

 

 

 

・処遇改善等加算の要件に伴い、今年度も様々な研修

の案内があったため、可能な範囲で積極的に参加で

きていた。やはり、定期的に学びの機会があること

で、知識や感覚のアップデートをすることの大切さ

を自覚できるため、今後も、学ぶ意欲を形にできる

環境を整える必要がある。また、学園内での様々な

研修での学びについても、今後より具体的に多くの

職員と共有していけるよう工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出来れば、更に評価も高まるこ

とと思われます。 
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４安全管理・危機

管理の視点で

の環境・物品整

備の継続 

 

・命を守る基本的な

安全管理、環境整

備や子どものへ

の働きかけを継

続する 

 

・安全管理と主体的

に遊べる環境作

りのための園舎

内外の環境整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆園舎内外の環境整備 

・危機管理意識を一人ひとりが高め

ヒヤリハットに目が行くようにす

るための報告の場を大切にし、他園

の事故のニュースなどを迅速に共

有するなどし、園舎内外の環境を常

に見直し、気づいたことは声を掛け

合って迅速に対応する。同時に、子

どもたち自身が自分で考え安全に

行動できるよう、年齢に合わせた保

育教諭からの声掛けを丁寧に行う。 

・昨年度のような冬の自動車同士の

事故を防げるよう、安全に走行して

いただけるアナウンス、人員配置、

除雪の徹底などの環境整備を続け

ていく。 

 

＊土俵屋根のリニューアル 

＊もも組、かえで組保育室床張り替え 

＊つり橋補修 

＊玉乗りブランコ補修 

＊森の中の木や駐車場の木伐採（近

年、朽ちた木が目立っているため、

日々の点検を続けていく） 

  

 

 

 

 

☆防災用品の備え 

・毎年備えを増やしている防災用品

に関しては、防災頭巾を全園児分揃

え、いざという時にすぐに使えるよ

う、定期的にチェックし、日頃から

【自己評価】「Ａ」 

・ヒヤリハットへの意識は個々でまだ差があるが、気

づいたことについて声を掛け合い積極的に改善策

を出し合うことはできているため、今後も、職員全

員の意識を高められるよう、様々な全国の事例など

を迅速に共有していく。また、安全な環境の整備や

保育者からの声掛けも大切だが、「子ども達が主体

的にのびのび遊ぶ環境」が守られているかに視点を

置き、子ども自身が安全意識を高めるための働きか

けについて、全職員が考え実行できるような工夫が

さらに必要である。 

・送迎の際の走行について、保護者の方に安全への意

識をしていただけるよう、園だよりで定期的に注意

喚起をしてきた。特に冬期間は、気温や積雪状況に

より、園敷地内の坂道が危険な状態になることが必

ずあるため、そのような状況が予想される際には、

早めにコドモンでお知らせをしたり、実際に滑りや

すい日には、砂まきをして安全確保をした。また、

園バスや保護者の車が坂道を下りてくるのが危険

だと判断した際には、対応が可能な職員で連携を図

りながら、保護者への連絡の他、車の誘導や歩行者

の歩く道の確保などを行い、事故を未然に防ぐこと

が出来た。今後も更なる注意喚起や安全対策を継続

していく。 

 

・近年朽ちた枝が目立ち、今年度は近隣住宅の方が気

にされていた道路側の枝払いを行うことが出来た。

今後も、地域の方の声を真摯に受け止めることや

日々の点検を続けていく。 

 

・防災頭巾を使用可能な年齢の園児数分揃えることが

出来た。また、いざという時に子ども達自身が使い

慣れているよう、避難訓練時には必ず使用してきた

ところ、予想以上に、子ども達も冷静に使うことが

「Ａ」 ・年２回の関係者評価でいつも話

題としているのですが、地域内

を走る車輛について、これから

雪解けも進み、車輛速度が上が

って来る頃になりますので、

様々なツールを使い保護者の皆

様には改めて周知徹底をお願い

します。 

・実際に園の看板が出ている道か

ら園まで減速することなく通過

する車輛を見かけた事もありま

すし、私自身も何度かぶつかり

そうになった事もあります。 

・子供達が主体的にのびのび遊ぶ

には最高の環境だと思います。

一方で、あれだけの環境を維持

していくのも大変だと思いま

す。色々な方から色々な角度で

子供達が安全に遊べる様維持し

て頂ければと思います。 

・日々の避難訓練は先生たちが真

剣に緊張感をもって取り組んで

いる様子が伺えて、それがちゃ

んと子供達に伝わっている気が

しています 

・いろいろなニュースがある中、そ

れも含めた危機管理をしていた

だいて感謝です。 
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子どもたちが使い方を身に着けら

れるよう、避難訓練などで使用して

いく。 

 

☆園バス運行の安全管理 

・昨年度、見直したバス運行マニュア

ルについては、今年も詳細を見直し

ていく。置き去り防止装置も設置し

たが、日々、業務として慣れてしま

うことの無いよう、全職員が気を引

き締め、添乗者と運転手の連携をし

っかりと意識しながら安全を確保

していく。 

出来ていた。 

 

 

 

 

・昨年度途中から改定したバス運行マニュアルについ

ては、学期の始まりに必ず職員間で内容を再確認す

ることと、運転手の毎日のチェックだけでなく添乗

者の役割についても月に1回リストに沿ってチェッ

クするということを徹底してきた。今後も、日々業

務として慣れてしまうことのないよう、全職員が気

を引き締められるように、会議などでも細かな共有

を忘れず、添乗者と運転手の連携をしっかりと意識

しながら安全を確保していく。 

・冬場の雪問題は毎年大変と思い

ますが、今後とも宜しくお願い

します。朝早いと、お知らせより

席についてしまった時が何回か

あります。 

・情報を共有して、緊張感を忘れず

このまあ安全に運行して頂けれ

ばと思います。 

 

３ 今後取り組むべき課題 

課 題 具体的な取組み方法 

関係者評価 

評価 意 見 等 

① 「自然か

ら学ぶ」保

育の充実

のための、

学びの機

会の工夫、

環境の整

備や創意

工夫 

・ここ数年の研究保育を通して、広い森の様々な遊びのゾーンが子どもたちにとって魅力的な環 

境をなるよう工夫してきた。しかし、日常的に設定しておくことが難しい環境構成や遊びの設

定もあったことから、今後は日常的に遊びこみやすい環境構成を考えて設定していくことが課

題と考える。その際、各年齢の発達や成長に合わせて変化したり、時には特別な環境構成をす

ることで、遊びへの興味関心が継続し深まっていくよう創意工夫していく。 

・昨・今年度工夫してきた環境について、研究保育実践時で成果が途切れることの無いよう、継

続して楽しめる環境であるかの定期的な点検と創意工夫が必要である。 

・様々な場面での「安全」と「遊びの選択の保障」の両立には、子どもの主体性を大事にした援

助に対する理解を深める必要がある。職員の人数確保だけでなく子ども達の安全意識を高める

声掛けや援助についてのより良い考え方や、「コンセプトブック」の活用、保育の「エピソード

トーク」などを通して、学びの機会を工夫し、「自然から学ぶ」保育の充実に向って職員で同じ

方向を向いて努力する。 

 

 

 

「Ａ」 

 

 

 

 

・春夏秋冬、四季を活かし子供達

がそれを感じられる保育をして

くれてると感じます。 

・「自然から学ぶ」という園の方針

は今も変わっておらず、むしろ

進化して行っていると感じられ

る。あとは子供たちの危険察知

力や、危険予知・回避力が備わ

る事を期待したい。 

・「自由に遊べる」と「安全」のバ

ランスを共有して同じ方向を向
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・自分自身の保育を常に振り返るために、意見交換の場以外にも、人権チェックリストのより良

い活用方法等を工夫する必要がある。 

いてこのまま行って欲しいで

す。 

② 保護者と

の連携や

保育理解

の強化 

 

・引き続き、保護者が気軽に意見を伝えられるよう、日頃からのコミュニケーションを深め信頼

関係を築いていくことはもちろん、様々な意見に耳を傾け、子ども達のためにより良い連携を

とれるよう工夫していく。 

・保護者参加の行事が増えていく中で、スムーズに運営できるよう、保護者視点に立った細やか

な配慮が必要である。その上で、本園の保育への理解、こどもの育ちの共有、互いの連携のた

めにも、今後もこのような機会を確保・発展させていく。 

・「コンセプトブック」の活用が、本園の保育理念を伝えるものとして効果的だと考えるため、言

葉や写真で伝えられるよう環境作りなどを工夫していく。 

 

 

「Ａ」 

 

 

・地域の中に園があると言う認識

を保護者の方々に浸透させる事

を願いたいです。 

・バス組の方はどうしても園での

様子や、先生達とのコミュニケ

ーションを取る機会が少ないと

思うので、意識してコミュニケ

ーションを取っていただければ

と思います。 

・仕事のお休みを取りにくい親も

いると思います。できるだけ早

めに時間帯も含めたお知らせを

希望します。 

 

③ 職員の保

育の質の

向上への

意識と、さ

らなる業

務改善の

推進 

・主体的に仕事を進められる仕組み作りを引き続き工夫し、職員間での信頼関係を強化していく。

さらに、一人ひとりが組織の中での自分の仕事の成果がわかりやすいよう、アップデートして

きた組織図を共有していきたい。その上で、保育の質の向上のために、互いを認め合い感謝し

合って主体的に意見を出し合うことの必要性を職員全員が感じられるような工夫が必要であ

る。 

・ここ数年成果がでてきた業務改善の内容について、さらに前向きに自信をもって業務にあたれ

るよう、新しいアイディアを含め積極的に取り組んでいく。 

 

「Ａ」 

 

 

 

 

・色々な立場の人が意見を出し合

えて、雰囲気の良い環境が一番

だと思うので、より良い働きや

すい職場を目指して頂きたいで

す。 

・ワークライフバランスと言うの

が、今現在叫ばれています。職

員の生活を守りつつ、サービス

向上につなげて行くことが重要

となって来ます。 

 

９ 
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